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飯
塚
明
正
寺
文
書
に
み
る
真
宗
寺
院
の
歴
史
（
二
）

附
、
明
正
寺
史
料
翻
刻
（
後
編
）

鷺

山

智

英

小

林

知

美

樋

口

す

み

髙

松

麻

美

は
じ
め
に

本
稿
で
は
「
和
光
山
明
正
寺
記
録
」（
以
下
「
記
録
」
と
す
る
）
の
翻
刻
を
紹

介
す
る
。「
記
録
」
は
、
冊
子
装
、
全
一
冊
、
墨
付
き
一
〇
五
丁
、
書
写
年
代
は

江
戸
時
代
の
史
料
で
あ
る
。「
記
録
」
の
前
半
の
翻
刻
は
、
既
に
『
筑
紫
女
学
園

大
学
・
短
期
大
学
部
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』（
二
十
六
号
、
二
〇
一
五
年
）
に

「
明
正
寺
史
料
翻
刻
」（
同
誌
二
十
六
号
、
二
〇
一
五
年
）
と
し
て
発
表
し
て
お

り
、
本
稿
は
そ
の
続
編
で
あ
る
。
今
回
は
、
解
説
と
翻
刻
（
第
五
十
一
丁
裏
か
ら

最
後
ま
で
）
を
掲
載
す
る
。

【
解
説
】

一
、
明
正
寺
に
つ
い
て

『
福
岡
県
地
理
全
誌
』（『
福
岡
県
史
』近
代
史
料
編
・
福
岡
県
地
理
全
誌（
三
）・

西
日
本
文
化
協
会
・
平
成
元
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
正
寺

本
堂
。
九
間
四
面
。
寺
地
。
六
畝
二
十
五
歩
。

紺
屋
町
ニ
ア
リ
。
和
光
山
ト
号
ス
。
真
宗
西
派
。
本
山
西
京
本
願
寺
ニ
属
シ

テ
。
中
本
山
タ
リ
。
開
山
ノ
僧
ヲ
。
了
鎮
ト
云
。
寺
説
ニ
。
其
先
祖
ハ
。
越

前
ニ
住
シ
瓜
生
氏
ナ
リ
。
一
時
赤
間
関
ニ
移
リ
。
氏
ヲ
改
テ
。
伊
藤
左
衛
門

尉
義
直
ト
称
ス
。
幾
程
ナ
ク
。
当
国
ニ
来
リ
。
此
村
ニ
居
リ
。
真
宗
ニ
帰
依
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ス
。
本
願
寺
實
如
上
人
ヨ
リ
。
名
号
ヲ
授
リ
。
法
体
シ
テ
。
了
鎮
ト
号
シ
。

永
禄
三
年
庚
申
八
月
。
草
庵
ヲ
結
ヒ
。
仏
像
ヲ
安
置
ス
。
夫
ヨ
リ
四
世
善
明

マ
テ
ハ
。
東
派
ニ
属
ス
。
慶
長
九
年
甲
辰
。
故
ア
リ
テ
。
西
派
ト
ナ
ル
。
此

時
準
如
上
人
ヨ
リ
。
黒
田
長
政
ニ
報
セ
シ
書
籍
二
通
ヲ
蔵
ム
。
又
黒
田
忠
之

ヨ
リ
与
ヘ
ラ
レ
シ
馬
具
ヲ
伝
フ
。
寺
境
ニ
。
輪
蔵
。
鐘
楼
ア
リ
。
檀
越
ノ
家
。

当
郡
嘉
麻
鞍
手
三
郡
ニ
多
シ
。
末
寺
。
十
三
。（
後
略
）

ま
た
『
嘉
穂
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
末
寺
を
三
六
か
寺
有
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
寛

政
二
年
の
時
点
で
は
一
七
か
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
八
か
寺
は
地
元
で
あ

る
穂
波
や
近
隣
の
鞍
手
、
嘉
麻
郡
で
あ
る
。
残
り
は
早
良
郡
で
あ
る
が
、
孫
末
寺

ま
で
含
め
九
か
寺
が
存
在
し
て
い
た
。

明
正
寺
は
明
治
後
期
に
火
災
に
遭
い
古
文
書
等
も
消
失
し
て
い
る
が
、「
和
光

山
明
正
寺
記
録
」
と
題
す
る
一
冊
の
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
の

う
ち
の
後
半
部
分
を
翻
刻
し
紹
介
す
る
。「
記
録
」（
後
半
部
分
）
の
内
容
項
目
は

下
記
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
興
味
深
い
事
項
に
つ
い
て
概
説
を
加
え
て
い
き

た
い
。

「
記
録
」（
後
半
部
分
）
の
内
容
項
目

・
結
縁
証
拠

・
天
明
六
年
九
月
御
触
状
写

金
銀
融
通
不
宜
諸
国
指
支

・
一
札
之
事

誓
詞
血
判
の
ひ
な
型

・
覚
え

京
都
大
火
に
て
学
林
等
類
焼
へ
の
寸
志
控
え

・
法
如
上
人
御
直
命
写
し

・
指
出
一
札
の
事

拙
寺
へ
入
り
込
み

・
本
山
表
よ
り
御
触
写
し

諸
国
寺
院
僧
侶
の
風
俗
不
宜

・
御
巡
検
使
御
止
宿
次
第

・
法
如
上
人
御
遷
化

・
宗
旨
改
書
物
案
文

・
態
申
触
候

・
覚
え

養
子
縁
組
に
つ
い
て
（
宗
旨
改
め
）

・
村
々
庄
屋
中
へ
御
触
写
し

宗
旨
改
帳
面
仕
立
て
に
つ
い
て

・
捨
て
子
入
判
書
物
案
文

・
人
別
証
拠
の
事

結
縁
証
拠
の
事

・
御
本
山
御
掟
之
御
条
目
、
前
々
よ
り
被
相
触
候
処
・
・
・

・
覚
（
御
礼
銀
御
定
法
）

・
末
山
添
簡
控

・
末
寺
世
代

・
御
本
尊
御
礼
銀
定

・
御
影
官
職
御
礼
控

二
、
天
明
六
年
九
月
御
触
状
写
し

こ
の
御
触
状
は
幕
府
か
ら
の
通
達
で
あ
る
。
内
容
は
田
沼
意
次
の
経
済
政
策
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
貸
金
会
所
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

資
金
繰
り
に
困
っ
て
い
る
大
名
に
融
資
す
る
た
め
に
、
全
国
の
寺
社
・
百
姓
・
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町
人
に
対
し
御
用
金
を
課
し
、
そ
れ
を
財
源
と
し
た
金
融
機
関
で
あ
る
「
貸
金
会

所
」
を
大
阪
に
設
立
し
、
そ
の
事
務
は
三
井
組
ほ
か
複
数
の
商
人
が
行
う
と
し
て

い
る
。

寺
社
に
対
し
て
は
本
寺
・
本
山
に
は
金
十
五
両
を
、
そ
れ
以
下
の
寺
院
に
は
本

山
が
取
り
決
め
た
相
応
の
出
金
を
求
め
て
い
る
。

真
宗
に
お
い
て
も
本
山
を
は
じ
め
全
国
の
末
寺
が
出
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
通
達
が
伝
達
さ
れ
、
明
正
寺
の
記
録
に
も
留
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
御
触
状
写
し
の
最
後
尾
に
「
右
御
触
之
趣
ハ
田
沼
大
和
守
殿
、
私

之
意
趣
と
相
聞
へ
候
、
依
而
松
平
越
中
守
殿
御
役
付
ニ
成
候
而
早
速
相
止
メ
ニ
成

申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
貸
金
会
所
の
計
画
は
頓
挫
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
田
沼
意
次
が
失
脚
し
た
あ
と
、
松
平
越
中
守
（
水
野
忠
邦
）
が
寛
政
の

改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

三
、
宗
旨
改
め
に
つ
い
て
の
御
触
れ
写
し

宗
旨
改
め
に
つ
い
て
の
お
触
状
の
写
し
が
複
数
あ
り
、
改
め
て
宗
旨
改
め
は
幕

藩
体
制
に
お
い
て
人
民
を
統
制
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

出
来
る
。

寛
政
三
年
二
月
四
日
付
け
で
宗
旨
方
か
ら
嘉
麻
御
領
分
に
檀
家
を
持
つ
寺
々
へ

宛
て
ら
れ
た
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

御
領
分
の
町
人
身
分
に
お
い
て
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
縁
家
の
家
族
と
な
っ
た

場
合
、
前
々
か
ら
そ
の
家
の
檀
那
寺
へ
改
寺
す
る
と
い
う
決
ま
り
で
あ
っ
た
が
、

最
近
改
寺
せ
ず
に
実
家
の
寺
に
所
属
し
て
い
る
者
も
あ
る
の
で
、
改
寺
す
る
よ
う

に
と
し
て
い
る
。
改
寺
は
改
宗
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
実
家
は
禅

宗
の
寺
院
に
所
属
し
て
い
た
が
、
養
子
先
は
真
宗
寺
院
が
檀
那
寺
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
往
々
に
し
て
あ
り
得
る
。
養
子
先
の
寺
院
に
改
寺
す
る
と
い
う
こ
と
は
改

宗
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
年
同
月
に
宗
旨
方
か
ら
出
さ
れ
た
別
の
文
書
に
は
「
格
段
の
理

由
が
あ
っ
て
、
養
子
先
の
宗
旨
に
帰
属
し
が
た
い
場
合
は
、
事
由
に
よ
り
改
寺
に

及
ば
な
い
」
と
特
別
な
場
合
は
改
寺
改
宗
し
な
く
て
よ
い
と
し
て
い
る
。
ど
ん
な

場
合
に
そ
れ
が
許
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
記
載
が
な
い
。

江
戸
時
代
の
寺
檀
制
度
に
お
い
て
、
一
つ
の
家
族
は
全
員
が
一
つ
の
寺
院
に
帰

属
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
事
例
も
存
在
す

る
。
民
俗
学
で
「
半
檀
家
」「
片
檀
家
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
家
族
が
帰
属
す

る
寺
院
が
二
つ
以
上
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
複
檀
家
制
」
と

も
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
半
檀
家
に
つ
い
て
の
分
類
の
先
駆
者
で
あ
る
最
上
孝
敬
氏

の
分
類
に
よ
れ
ば

①
一
軒
の
家
で
男
子
の
属
す
る
寺
と
女
子
の
属
す
る
寺
と
、
二
つ
の
寺
が
ち
ゃ
ん

と
き
ま
っ
て
い
て
か
わ
ら
な
い
も
の
。

②
他
家
か
ら
来
た
嫁
が
そ
の
生
家
の
寺
に
所
属
し
、
そ
の
産
ん
だ
女
子
も
同
じ
く

母
方
に
属
す
る
も
の
。

③
子
女
は
す
べ
て
そ
の
生
家
本
来
の
寺
に
属
し
、
他
家
か
ら
来
た
嫁
だ
け
が
、
そ

の
生
家
の
寺
に
属
す
る
も
の
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
他
に
も
い
く
つ
か
の
類
型
が
あ
る
）。

嘉
麻
御
領
分
に
関
す
る
通
達
で
は
、
養
子
は
養
子
先
の
檀
那
寺
に
帰
属
す
る
の

が
通
例
で
あ
る
が
、
特
別
な
理
由
が
あ
れ
ば
養
子
先
の
檀
那
寺
に
帰
属
し
な
く
て

四
九



も
よ
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
通
達
か
ら
嘉
麻
地
方
に
半
檀
家
と
い
う
慣
習
が
存
在

し
た
こ
と
は
窺
え
な
い
が
、
半
檀
家
を
認
め
て
い
る
通
達
で
あ
る
。

※
半
檀
家
に
つ
い
て
は
朴
澤
直
秀
「
半
檀
家
論
の
再
検
討
」『
東
京
大
学
日
本

史
学
研
究
室
紀
要
』（
二
〇
〇
四
年
三
月
）
を
参
照
・
引
用
し
た
。

四
、
一
札
之
事
・
将
軍
代
替
わ
り
に
際
し
て
の
誓
詞

将
軍
が
代
替
わ
り
を
し
た
と
き
に
は
、
真
宗
に
お
い
て
は
僧
侶
は
京
都
の
本
山

（
西
本
願
寺
）ま
で
出
向
き
誓
詞
血
判
を
提
出
す
る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
た
。「
一

札
之
事
」
と
し
て
誓
詞
の
ひ
な
型
が
示
さ
れ
て
い
る
。
定
型
の
文
言
の
後
に
年
月

日
、
住
所
、
寺
号
、
法
名
、
書
判
を
記
し
、
血
判
を
押
す
。

天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
九
月
に
第
十
代
将
軍
徳
川
家
治
が
没
し
、
翌
天
明
七

年
四
月
に
徳
川
家
斉
が
将
軍
と
な
っ
て
い
る
。『
筑
前
国
諸
記
』（
本
願
寺
史
料
集

成
・
星
野
元
貞
編
・
同
朋
舎
・
一
九
九
三
）
に
は
天
明
六
年
・
七
年
の
記
述
は
欠

落
し
て
い
る
が
、
天
明
八
年
五
月
の
記
事
に
は
「
然
は
当
六
月
切
、
国
中
不
残
上

京
仕
覚
悟
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
、
触
頭
で
あ
る
万
行
寺
、
光
専
寺
連
名
で
国
内
僧

侶
が
誓
詞
血
判
の
た
め
に
上
京
す
る
の
を
六
月
中
に
完
了
す
る
と
し
て
い
る
が
、

期
限
ま
で
に
上
京
で
き
な
い
僧
侶
も
い
る
の
で
年
内
中
に
は
上
京
さ
せ
る
旨
を
述

べ
、
日
延
べ
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
翌
月
本
山
は
「
遠
国
の
義
故
、
日

延
願
可
被
成
御
聞
届
候
得
共
、
甚
大
切
成
誓
詞
の
儀
ニ
候
間
、
当
月
中
ニ
御
上
京

難
致
輩
は
、
当
年
霜
月
限
ニ
上
京
、
誓
詞
相
済
候
様
無
間
違
可
被
執
計
候
」
と
日

延
べ
に
理
解
を
示
し
つ
つ
年
内
ま
で
に
と
い
う
願
い
を
認
め
て
い
な
い
。
理
由
は

「
甚
大
切
成
誓
詞
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
山
は
一
ヶ
月
早
め
て
、
十
一
月
中

に
は
完
了
さ
せ
る
よ
う
に
伝
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
誓
詞
血
判
は
「
甚
大
切
」
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
幕
府
に

提
出
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
明
正
寺
文
書
の
ひ
な
型
の
宛
名
は
「
御
家
老
衆

中
」
で
あ
る
。

福
岡
藩
内
の
寺
院
に
も
誓
詞
血
判
に
関
す
る
記
録
は
よ
く
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
慶
伝
寺
文
書
（
福
岡
県
大
野
城
市
）
に
は
、

達
書

御
末
寺
中

先
般
就
公
儀
御
代
替
如
先
規
御
末
寺
一
同
誓
詞
被
仰
出
、
御
末
寺
中
上
京
可

有
之
旨
申
達
候
処
、
今
以
上
京
無
之
輩
も
有
之
、
右
誓
詞
の
儀
は
重
キ
御
用

向
ニ
候
処
如
何
の
心
得
ニ
候
哉
、
甚
以
等
閑
の
至
候
、
乍
然
天
災
等
有
之
時

節
柄
無
拠
上
京
難
渋
の
族
も
可
有
之
、
此
度
ハ
分
て
不
被
及
御
沙
汰
格
別
の

御
憐
憫
ヲ
以
、
来
酉
三
月
迄
悉
皆
上
京
誓
詞
可
被
相
□
候
、
若
此
上
心
得
違

等
閑
の
族
も
有
之
候
ハ
ゝ
急
度
御
沙
汰
振
も
可
有
之
候
条
可
被
得
其
意
候
、

依
て
此
段
申
達
候
也

庚
申
九
月

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
時
代
は
幕
末
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
七
月
に
第
十
四

代
将
軍
徳
川
家
定
が
没
し
て
い
る
。そ
の
二
年
後
が
庚
申
の
年
で
あ
る
。二
年
経
っ

て
も
誓
詞
血
判
を
し
な
い
僧
が
い
る
の
で
出
さ
れ
た
通
達
で
あ
る
。
翌
安
政
八
年

三
月
ま
で
に
は
完
了
す
る
よ
う
に
と
の
通
達
で
あ
る
。

な
お
、「
天
災
等
有
之
時
節
柄
」
と
あ
る
の
は
安
政
元
年
に
九
州
、
特
に
瀬
戸

内
海
側
の
大
分
や
宮
崎
で
は
大
地
震
に
よ
る
被
害
、
ま
た
津
波
に
で
の
被
害
が
大

五
〇



き
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
筑
前
に
お
い
て
は
安
政
二
年
、
四
年
の
大
洪
水
、
干
ば

つ
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
（
立
石
巌
『
福
岡
県
近
世
災
異
誌
』・

同
刊
行
会
・
2
0
0
2
）。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

上
京
し
が
た
い
理
由
は
天
災
だ
け
で
は
な
い
。
西
蓮
寺
（
福
岡
県
筑
紫
野
市
）

の
記
録
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

天
保
七
年
酉
の
年
の
事
也

（
註
：
酉
は
天
保
八
年
で
あ
る
）

一
筆
致
啓
達
候
、
先
以
御
門
跡
様
益
御
機
嫌
能
被
為
□
□
候
間
可
為
御
大
慶

候
、
然
者
就
公
儀
御
代
替
如
先
格
御
末
寺
誓
詞
被
仰
付
候
条
、
各
御
上
京
可

有
之
候
間
被
仰
出
候
、
恐
惶
謹
言

四
月
廿
一
日

富
嶋
頼
母

池
永
大
隅
助

嶋
田
左
兵
衛
権
大
尉

下
間
少
進
法
眼

猶
誓
詞
格
別
之
事
ニ
候
条
、
早
々
上
京
可
有
之
候
、
若
病
気
故
障
有
之
候
へ

ハ
、
来
ル
十
一
月
迄
ニ
御
上
京
ニ
而
可
被
相
調
候
、
且
又
得
度
御
剃
刀
等
不

相
済
小
寺
可
有
之
ハ
御
上
京
の
節
可
被
相
願
候以

上

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
四
月
に
第
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
が
二
男
に
将
軍
職

を
譲
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
は
「
早
々
上
京
可
有
之
候
」
と
し
な
が
ら
も
病
気

な
ど
で
遅
れ
る
場
合
は
十
一
月
ま
で
に
は
上
京
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
後
半
に
は
経
済
的
な
理
由
で
「
得
度
・
御
剃
刀
」
な
ど
済
ま
し
て
い
な
い
小
規

模
な
寺
は
誓
詞
血
判
に
上
京
し
た
折
に
願
い
出
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
が
、
上
京

す
る
費
用
を
工
面
す
る
こ
と
が
難
し
い
寺
院
も
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
実
際
に
上
京
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
録
も
あ
る
。
栄
法
寺
（
福
岡
県

筑
紫
野
市
）
の
記
録
に
は
、

（
宝
暦
十
一
年
・
一
七
六
一
）

宝
暦
十
一
巳
年
親
鸞
大
聖
人
五
百
年
忌
ニ
当
ル
、
当
寺
暫
住
泰
人
住
職
三
月

十
八
日
ヨ
リ
廿
八
日
迄
十
日
十
夜
御
法
事
、
京
都
御
本
山
ニ
テ
御
執
行
、
直

是
干
時
将
軍
様
御
代
替
故
、
国
中
惣
法
中
誓
紙
血
判
ニ
御
本
山
エ
登
ル
、
拙

僧
ハ
□
法
事
志
、
三
月
四
日
当
寺
ヲ
立
、
四
月
十
九
日
兵
庫
エ
着
舟
ス
ル
、

夫
ヨ
リ
京
都
ニ
参
御
法
事
御
縁
ニ
逢
、
五
月
五
日
帰
寺
ス
ル
、
御
遠
受
記
判

（
群
）

本
ニ
書
ル
禁
裏
様
同
時
ノ
御
法
縁
ヨ
リ
諸
万
人
郡
衆
ス
ル
僧
、
計
凡
拾
壱
万

人
也

と
あ
る
。

宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
五
月
に
第
九
代
将
軍
徳
川
家
重
は
長
男
家
治
に
将
軍

職
を
譲
っ
て
い
る
。
そ
の
後
誓
詞
血
判
の
た
め
上
京
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

翌
宝
暦
十
一
年
は
親
鸞
聖
人
の
五
百
回
忌
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
遠
国
で
あ
る
筑

前
か
ら
は
五
百
回
忌
に
あ
わ
せ
て
上
京
し
誓
詞
血
判
を
済
ま
せ
よ
う
と
い
う
動
き

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
栄
法
寺
住
職
は
三
月
四
日
に
出
立
し
、
瀬
戸

内
を
舟
で
移
動
し
、
四
月
十
九
日
兵
庫
に
到
着
。
そ
の
後
京
都
へ
上
り
本
山
に
参

詣
し
、
も
ち
ろ
ん
誓
詞
血
判
も
済
ま
せ
、
五
月
五
日
に
帰
郷
し
て
い
る
。「
禁
裏

様
同
時
の
御
法
縁
」
も
あ
り
、
こ
の
と
き
京
都
に
集
ま
っ
た
僧
侶
は
お
よ
そ
十
一

五
一



万
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

五
、
寺
院
法
規
の
整
備
に
つ
い
て

こ
の
御
触
写
し
に
は
「
七
月
」
と
あ
る
の
み
で
、
年
号
や
差
出
人
の
記
載
が
な

い
が
、
内
容
か
ら
本
山
か
ら
通
達
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、『
真
宗

教
団
の
組
織
と
制
度
』（
千
葉
乗
隆
・
同
朋
舎
・
昭
和
五
十
三
年
）
の
記
述
を
引

用
す
る
。

さ
ら
に
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
正
月
、
末
寺
に
対
し
、
本
山
の
掟
を
守
る
べ

き
こ
と
、
法
談
の
と
き
行
儀
を
正
し
く
す
る
こ
と
、
讃
題
に
は
他
宗
門

祖
師

の
著
述
を
引
用
し
な
い
こ
と
、
修
学
三
年
を
経
な
い
も
の
は
法
談
停
止
、
倹
約

を
守
る
こ
と
等
の
四
カ
条
の
心
得
を
申
し
触
れ
、
ま
た
仏
室
・
内
陣
金
張
付
・

出
仏
壇
・
金
襴
表
具
・
喚
鐘
・
撞
鐘
・
御
伝
鈔
・
御
剃
刀
並
自
剃
刀
・
自
影
な

ど
本
山
許
可
物
に
つ
い
て
調
査
員
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と
を
通
告
し
て
い
る
。

（
解
説

鷺
山
）

【
明
正
寺
史
料
翻
刻
】

凡
例

一
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
、
割
注
は
〈

〉
で
表
し
た
。

一
、
改
丁
は

」
を
も
っ
て
示
し
、
丁
数
・
表
裏
は
（

）
で
表
し
た
。

一
、
旧
字
・
異
体
字
は
常
用
漢
字
に
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
但
し
、

寺
号
・
地
名
の
表
記
は
旧
字
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
読
点
・
並
列
点
を
付
し
た
。

一
、
踊
り
字
は
「
々
」「
〳
〵
」
で
表
し
た
。

一
、
見
欠
は
文
字
の
左
に
「
ゝ
」
を
付
し
た
。

一
、
墨
消
は
■
で
表
し
た
。

一
、
校
訂
者
の
加
え
た
文
字
は
（

）
で
表
し
た
。

一
、
挿
入
さ
れ
た
文
字
は
〔

〕
で
表
し
た
。

結
縁
証
拠

一
穂
波
郡
八
木
山
村
次
助
詮
議
筋
有
之
、
橋
口
籠
舎
申
付
有
之
候
所
、
去
申
六
月

篭
屋
ニ
て
致
病
死
候
ニ
付
、仮
埋
ニ
相
成
居
候
、右
承
知
候
条
、可
有
結
縁
候
、

以
上

櫛
田
甚
内
判

〈
割
印
〉
寛
政
元
年
三
月
廿
三
日

飯
塚
宿

明
正
寺

結
縁
証
拠
之
事

一
穂
波
郡
八
木
山
村
次
助
去
六
月
十
四
日
相
果
申
候
、
此
者
御
詮
議
之
筋
有
之
、

橋
口
籠
舎
被
仰
付
置
候
所
、
同
所
ニ
て
相
果
仮
埋
ニ
相
成
居
候
所
、
御
詮
議
相

済
、
御
郡
奉
行
よ
り
結
縁
相
仕
廻
可
申
段
、
御
差
図
有
之
候
間
、
■
■
死
骸
慥

ニ
見
届
拙
僧
結
縁
仕
候
所
、
相
違
無
御
座
候
、
為
後
日
沙
汰
証
拠
如
件

郡
所

寺
号

五
二



法
名

寛
政
元
年
三
月
廿
四
日

宗
旨
奉
行
衆
両
人
へ
当
（51

ウ
）」

結
縁
証
拠

本
書
過
去
帳
に
記
入

一
穂
波
郡
忠
隈
村
了
作
と
申
者
、
致
水
論
飯
塚
宿
伊
作
と
申
者
鍬
に
て
致
打
擲
候

処
相
果
候
趣
承
届
候
条
、
可
有
結
縁
、
以
上

宮
川
孫
左
衛
門

在
判

割
判

天
明
五
年
六
月
廿
日

飯
塚
宿

明
正
寺
（52

オ
）」

天
明
六
年
九
月
御
触
状
写

別
紙
御
書
付
御
月
番
太
郎
兵
衛
殿
御
渡
可
相
達
旨
被
得
其
意
、
組
・
支
配
ニ
も
可

相
達
候
、
尤
銘
々
名
之
下
判
形
可
有
之
候
、
以
上

熊
沢
庄
右
衛
門

宮
内
十
郎
右
衛
門

関

糺

八
月
廿
二
日

大
目
附
え

従
公
儀
被
仰
出
候
御
書
付
之
写
相
達
、
御
国
中
不
残
様
可
被
相
触
候
、
右
上
納
方

之
儀
ハ
、
追
て
可
相
達
事

大
目
附
え
（52

ウ
）」、

近
年
金
銀
融
通
不
宜
諸
家
指
支
有
之
趣
相
聞
候
間
、
此
度
金
銀
融
通
之
た
め
、
左

之
通
出
金
銀
被
仰
付
候

諸
国
寺
社山

伏

宮
門
跡
方
・
尼
御
所
ハ
相
除
、
其
余
は
本
寺
・
本
山
并
重
立
候
社
家
ニ
て
取
調
、

其
末
々
之
趣
ニ
随
ひ
、
上
之
分
壱
ヶ
所
ニ
て
金
拾
五
両
の
定
メ
、
其
已
下
は
相
応

之
出
金
銀
高
本
寺
・
本
山
并
重
立
候
社
家
ニ
て
相
極
メ
、
末
寺
・
触
下
・
支
配
等

え
可
申
渡
候
（53

オ
）」

諸
国

御
料

私
領

百
性

一
持
高
百
石
ニ
付
銀
廿
五
匁
宛
り
、
但
於
大
坂
表
此
度
御
用
金
指
出
候
者
ハ
相
除

候
積

右
同
断

町
人
（53

ウ
）」

間
口
一
間
ニ
付
地
主
よ
り
銀
三
匁
当
宛
り
、
但
於
大
坂
表
此
度
御
用
金
指
出
候
者

ハ
相
除
候
積
、
右
は
当
午
ノ
年
よ
り
来
ル
戌
迄
五
ヶ
年
之
間
、
年
々
前
書
之
通
出

金
銀
被
仰
付
候
、
従
公
儀
御
銀
被
差
加
、
一
固
ニ
大
坂
表
於
会
所
利
足
七
朱
之
積

五
三



を
以
、
諸
家
御
貸
付
致
シ
、
返
済
◯
〔
引
当
〕
之
儀
ハ
、
大
坂
表
通
用
之
米
切
手

并
領
方
之
内
相
応
之
村
高
証
文
ニ
書
入
、
万
一
相
滞
候
節
は
、
米
切
手
ハ
彼
地
定

法
之
通
取
計
、
切
手
米
為
相
渡
村
高
最
寄
（54

オ
）」
御
代
官
ハ
預
り
其
物
成
り

を
以
返
済
之
積
、
勿
論
右
出
金
銀
致
候
者
共
え
御
戻
被
下
、
利
足
ハ
七
朱
之
内
、

会
所
諸
入
用
之
分
引
之
、
其
余
之
利
足
右
元
金
銀
御
戻
被
下
候
節
、
是
又
出
金
銀

致
候
者
共
へ
可
被
下
候
間
心
得
違
無
之
、
前
書
之
通
出
金
銀
可
致
候
、
尤
右
出
金

銀
納
方
之
儀
、
諸
国
共
ニ
寺
社
・
山
伏
ハ
銘
々
之
出
金
銀
高
、
本
寺
・
本
山
ニ
て

取
極
メ
申
渡
候
上
、
日
数
廿
日
之
内
、
百
性
・
町
人
ハ
前
書
ニ
申
渡
候
趣
相
達
次

第
、
是
又
日
数
廿
日
之
内
出
金
銀
可
致
候
、
来
ル
（54

ウ
）」
未
之
年
よ
り
年
々

正
月
中
之
積
相
心
得
、出
金
銀
之
分
御
料
は
其
所
之
奉
行
、御
代
官
并
御
預
り
所
、

私
領
ハ
領
主
地
頭
へ
指
出
、
夫
よ
り
江
戸
最
寄
ハ
江
戸
駿
河
町
為
替
御
用
達
三
井

組
并
同
所
上
田
組
二
ヶ
所
之
内
早
々
相
納
メ
、
大
坂
最
寄
ハ
彼
地
ニ
て
三
井
組
高

麗
橋
三
丁
目
上
田
組
は
上
中
嶋
町
右
二
ヶ
所
之
内
ニ
可
相
納
候

右
之
通
万
石
已
上
、
以
下
共
に
領
分
知
行
在
方
町
方
不
残
様
可
申
渡
旨
可
被
相
達

候
（55

オ
）」

六
月

右
御
触
之
趣
、
其
触
下
寺
院
へ
も
早
々
可
被
相
達
候
、
以
上

九
月
十
日

三
好
甚
左
衛
門

斎
藤
杢

◯
右
御
触
之
趣
ハ
、
田
沼
大
和
守
殿
私
之
意
趣
と
相
聞
へ
申
候
、
依
て
松
平
越
中

守
殿
御
仰
付
ニ
成
候
て
、
早
速
相
止
メ
ニ
成
申
候
、
以
上
（55

ウ
）」

一
札
之
事

一
就

御
当
家
御
代
々
御
厚
恩
不
浅
被

思
召
候
、
御
公
儀
軽
存
間
敷
旨
今
度
従

御
本
寺
被
仰
付
、
御
尤
至
極
奉
存
候
、
其
趣
門
徒
中
迄
堅
相
守
候
様
ニ
可
申
付

事
一
対

御
公
儀
不
儀
輩
御
座
候
間
、
如
何
様
ニ
願
○
〔
申
〕
候
共
、
雖
為
門
徒
入

魂
之
仁
一
味
仕
間
敷
候
、
其
〔
旨
〕
趣
有
之
侭

御
本
山
え
言
上
可
仕
事
（56

オ
）」

一
惣
て
御
本
寺
之
御
下
知
、
法
義
堅
相
守
、
寺
役
無
懈
怠
門
葉
勧
化
之
儀
疎
略
仕

間
敷
事

右
之
条
目
於
違
犯
は
、
急
洩

如
来
之
本
願
、
別
て
蒙

祖
師
之
冥
罰
、
永
可
堕

地
獄
也
、
仍
て
誓
詞
如
件

国
郡
所

寺
号

法
名
○
〔
書
判
事
〕
血
判

年
号
月
日御

家
○
〔
老
〕
衆
へ
当
（56

ウ
）」

一
筆
令
啓
達
候
、
先
以

両
御
門
跡
様
倍
御
機
嫌
能
被
為

御
座
候
間
、
可
為
御

大
慶
候
、
然
は
就

公
儀
御
代
替
如
先
格
、
御
末
寺
誓
詞
被

仰
付
候
条
、
各

御
上
京
可
有
之
旨
被

仰
出
如
斯
御
座
候
、
恐
々
謹
言

御
家
老
連
判

二
月
三
日

天
明
六
年
也
（57

オ
）」

五
四



覚

天
明
八
年
正
月
晦
日
出
火
ニ
付
、
御
本
山
前
側
御
類
焼
ニ
に
て
助
成
甚
指
上
候
控

一
金
子
壱
両

明
正
寺

一
銀
拾
匁

教

寺

一

長
明
寺

一
同
断

安
楽
寺

一
金
百
疋

明
圓
寺

一
同
五
匁

了
専
寺

一
同
断

西
光
寺

一
同
断

光
妙
寺

（
蓮
）

一
銀
三
両

福
専
寺

一
同
四
匁
三
分

西
連
寺

一
同
断

正
圓
寺

一
同
壱
匁
五
分

無
極
寺
（57

ウ
）」

法
如
上
人
御
直
命
〔
口
達
〕
写

一
御
法
義
追
々
御
繁
昌
被
為
有

御
満
足
思
召
候
、
雖
然
端
々
ニ
は
安
心
之
趣
心
得
違
之
筋
も
間
々
有
之
候
様
ニ

被
為
聞
召
、
御
老
年
之
事
故
、
別
て
御
心
労
之

思
召
候
間
、
安
心
之
一
途
は

御
文
章
改
悔
文
を
亀
鑑
と
し
て
随
分
門
徒
共
ニ
無
油
断
厚
可
致
教
（58

オ
）」

化
候
事
、

申
三
月
十
二
日

右
誓
判
御
用
ニ
罷
登
候
節
、
坊
官
よ
り
以
右
書
付
御
申
聞
有
之
候

天
明
八
申
六
月
十
日

明
正
寺
（58

ウ
）」

指
出
一
札
之
事

一
此
度
人
形
付
を
以
御
詮
議
被
仰
付
候
人
柄
拙
寺
内
え
入
込
居
不
申
候
、
若
◯

〔
相
〕
隠
置
後
日
露
顕
仕
ハ
ヽ
◯
〔
急
度
〕
曲
事
可
被
仰
付
、
仍
て
一
札
如
件

年
号

月
日

寺
号
印
形

三
ヶ
寺
当

〇
右
文
言
中
ニ
前
々
ハ
註
進
可
仕
候
由
書
入
申
事
ニ
候
へ
共
、
被
仰
付
有
之
候

ハ
ヽ
無
事
書
可
申
事
、
左
無
之
候
ハ
ヽ
、
傍
分
よ
り
註
進
可
仕
之
文
言
ハ
致
遠

慮
可
然
候
、
仍
て
右
之
文
言
ニ
相
認
書
上
候
、
以
上
（59

オ
）」

寛
政
元
年
酉
夏
、
従

本
山
表
御
触
渡
有
之
候
、
書
付
左
之
通

十
一
月
廿
三
日

寺
社
御
奉
行
松
平
右
京
亮
殿
、
臨
時
御
内
寄
合
於
御
席
ニ
板
倉
左
近
将
監
殿
、
築

地
御
坊
輪
番
え
御
渡
被
成
候
御
書
付
之
写
左
之
通

近
来
諸
寺
院
之
僧
侶
一
体
風
俗
不
宣
候
哉
（59

ウ
）」、
道
徳
殊
勝
之
聞
へ
有
之
輩

ハ
稀
に
て
、
不
律
不
如
法
之
沙
汰
の
み
間
々
相
聞
へ
候
、
都
て
諸
宗
之
僧
徒
夫
々

作
法
も
可
有
之
処
、
畢
竟
本
寺
又
ハ
役
寺
・
触
頭
等
し
め
し
方
等
閑
成
故
之
義
ニ

て
可
有
之
候
、
已
来
無
油
断
心
を
付
、
宗
旨
得
達
し
、
僧
侶
を
相
す
ゝ
ま
せ
、
聊

も
不
如
法
成
も
の
ハ
、
夫
々
科
メ
等
も
有
之
、
配
下
之
示
教
行
届
候
様
専
一
為
致

可
申
候
、
尤
本
寺
・
役
寺
・
触
頭
等
之
内
ニ
も
、
万
一
不
律
不
如
法
之
聞
え
（60

オ
）」
有
之
ハ
勿
論
之
義
、
或
ハ
利
欲
等
ニ
耽
り
、
寺
務
之
実
意
疎
成
歟
、
又
ハ

一
体
其
器
ニ
不
当
輩
ハ
、
縦
令
大
地
本
山
之
寺
院
た
り
と
い
ふ
共
、
聊
無
用
捨
厳

（
侯
）

重
ニ
其
沙
汰
可
有
之
■
事
ニ
候
、
右
之
趣
御
沙
汰
ニ
候
間
、
得
と
申
談
、
夫
々
行

届
不
取
〆
り
ニ
無
之
様
可
被
致
候

十
一
月

五
五



（
趣
）

但
シ
御
当
地
西
御
奉
行
所
よ
り
も
酉
二
月
廿
三
日
、
右
之
御
書
付
ニ
左
之
■
御

奥
書
有
之
御
渡
被
成
候
写
（60

ウ
）」

右
御
書
付
江
戸
表
よ
り
到
来
ニ
付
相
達
候
間
、
自
省
候
て
聊
之
義
を
も
速
ニ
相

改
、
享
保
七
寅
年
七
月
、
被
仰
出
候
御
条
目
ハ
勿
論
、
追
々
触
置
候
趣
堅
相
守
、

銘
々
宗
門
之
規
則
不
相
乱
、
外
飾
を
棄
、
学
業
を
励
し
、
名
利
ニ
随
ひ
、
清
白
無

欲
之
意
を
不
失
様
、
急
度
可
相
慎
義
専
要
之
事
ニ
候
、
右
等
之
趣
令
忘
却
聊
も
不

如
法
之
儀
有
之
ニ
お
い
て
ハ
、
寺
格
之
無
容
赦
、
遂
吟
味
可
加
刑
律
侯
て
然
ル
時

ハ
（61

オ
）」
一
宗
之
瑕
瑾
、
後
々
迄
可
恥
之
至
ニ
候
条
銘
々
相
励
、
本
寺
・
役

寺
等
よ
り
厳
重
ニ
相
糺
、
末
々
迄
し
め
し
方
不
相
洩
行
届
之
様
可
致
候
、
此
段
松

平
（
和
）
泉
守
殿
依
御
差
図
申
渡
候

酉
二
月
（61

ウ
）」

寛
政
元
年
八
月
八
日
御
巡
検
使
御
止
宿
次
第

一
正
史

小
笠
原
主
膳
殿
〈
同
家
来
上
下
四
拾
人
也
／
頭
薩
州
ニ
て
卒
去
〉
当
寺

え
御
宿

一
副
使

土
屋
忠
次
郎
殿
〈
道
勢

人
／
薩
州
卒
去
〉
古
川
え
御
宿
〈
下
宿
／
帯

屋
〉

一
御
目
附
竹
田
吉
十
郎
殿

中
茶
屋
え
御
止
宿

右
主
膳
殿
家
来
衆
御
用
人
〈
三
人
〉
御
給
人
近
衆
〆
六
人

右
九
人
ハ
座
敷
弐
タ
間
ニ
被
居
候
、
以
下
三
拾
人
余
ハ
御
堂
へ
屏
風
ニ
て
間
取
被

泊
候

（
候
）

（
マ
マ
）

主
膳
殿
遺
髪
入
リ
ト
見
へ
■
て
、
具
息
櫃
一
荷
（62

オ
）」
参
候
、
是
ハ
座
敷
床

之
上
へ
共
被
置
候
様
子
ニ
相
聞
へ
申
候
、
其
外
ハ
何
之
道
具
も
主
膳
殿
道
具
ら
し

き
も
の
ハ
無
之
候
、
依
て
鑓
な
ど
も
参
り
不
申
、
亭
主
役
ハ
中
茶
屋
小
四
郎
、
助

（
出
雲
）

役
ハ
醤
油
屋
勘
右
衛
門
、
帯
屋
伝
右
衛
門
、
い
つ
も
村
庄
屋
、
口
之
春
村
庄
屋
被

参
候
、
其
外
万
端
ハ
向
町
御
茶
屋
が
ゝ
り
之
銘
々
皆
々
相
つ
め
申
候
、「
御
茶
・

た
は
こ
ぼ
ん
、
あ
ん
ど
ん
、
手
燭
、
茶
わ
ん
等
一
切
福
岡
よ
り
参
申
候
、
御
ま
か

な
い
ハ
市
中
町
人
う
け
か
た
ニ
て
参
申
候
、
御
倹
約
ニ
付
一
汁
一
菜
之
被
仰
付
ニ

て
堅
相
守
候
、
御
酒
ハ
御
停
止
（62

ウ
）」

八
日
御
着
座
献
立

丸
麩

根
い
も

平

山
い
も

御
汁

灯
と
う
ふ

冬
瓜

摘
菜

御
香
物

御
飯

御
夜
永

濃
醤
油

角
豆
腐

清
汁

然
松
露

平

華
麩

御
汁

短
冊
牛
蒡

木
く
ら
け

み
や
う
の
せ
ん

香
物

御
飯
（63

オ
）」

九
日
御
発
駕煮

込
豆
腐

御
平

せ
ん
し
や
う
か

御
汁

三
木
大
根

お
ろ
し

花
か
つ
を

香
物

御
飯

〆

五
六



右
一
切
木
月
屋
よ
り
仕
出
シ
申
候
ニ
付
、
殊
外
不
塩
梅
ニ
て
一
向
ひ
へ
ほ
つ
れ
た

べ
ら
れ
不
申
由
ニ
て
、
殊
外
客
衆
不
機
嫌
ニ
て
、
停
主
召
出
シ
急
度
翌
朝
ハ
あ
ん

ば
い
ら
し
く
致
呉
候
様
御
頼
候
、
膾
ニ
（63

ウ
）」
料
理
こ
の
み
ハ
不
致
由
ニ
て
、

何
品
ニ
て
も
手
か
ろ
く
し
て
あ
た
ゝ
か
に
あ
ち
ら
し
く
煮
立
出
候
様
ニ
頼
合
、
依

て
料
理
方
へ
小
四
郎
よ
り
か
け
合
イ
、
翌
朝
ハ
当
寺
ニ
て
煮
立
あ
た
ゝ
か
に
仕
出

し
候
へ
ハ
、
殊
外
悦
被
申
候
、
酒
ハ
一
向
出
不
申
候

中
茶
屋
抔
ハ
御
か
ち
目
附
衆
へ
訴
へ
候
て
、
所
詮
酒
出
シ
不
申
候
て
ハ
殊
外
之
不

機
嫌
ニ
て
停
主
助
役
用
達
人
◯〔
等
〕仕
損
シ
仕
来
致
可
申
様
子
ニ
相
見
へ
申
故
、

右
之
趣
国
方
御
付
役
人
衆
へ
申
達
シ
、
御
上
よ
り
御
酒
■
不
被
下
候
ハ
ヽ
、
銘
々

よ
り
仕
出
可
申
候
、
尚
又
御
法
度
之
酒
出
シ
申
候
事
（64

オ
）」
後
日
御
と
が
め

被
仰
付
候
共
、夫
ハ
国
方
御
役
人
よ
り
被
仰
付
候
、御
と
か
め
ニ
て
御
座
候
へ
ハ
、

江
戸
辺
よ
り
先
々
ま
で
引
付
ら
れ
、
諸
方
諸
国
迄
ニ
は
ぢ
さ
ら
し
候
よ
り
も
、
御

国
方
御
役
人
よ
り
御
咎
メ
可
蒙
候
、
右
之
趣
役
人
衆
へ
申
出
候
へ
ハ
、
早
速
上
◯

〔
御
〕
役
人
へ
申
達
候
て
、
内
々
ニ
て
酒
出
シ
取
揃
申
候
由
伝
聞
候

「
当
寺
ハ
座
敷
ふ
た
間
并
十
二
帖
八
畳
台
所
場
、
右
之
通
あ
け
わ
◯
〔
た
〕
し
申

候
、

ゝ

「
四
帖
畳
よ
り
内
ハ
一
向
立
切
リ
寺
内
受
用
申
候
、
以
上

◯
（64

ウ
）」

一
筆
以
啓
達
候
、
然
は

大
御
門
跡
様
当
秋
已
来
御
違
例
ニ
被
成

御
座
候
処
、
御
養
生
無
御
叶
、
昨
廿
四
日
御
遷
化
被
成
候
、
御
葬
式
十
一
月
十

七
日
比
と
被
仰
出
候
間
各
上
京
可
有
之
候
、尤
門
徒
中
え
も
可
被
申
達
候
、恐
々

謹
言
（65

オ
）」

十
月
廿
五
日

七
里
内
膳

嶋
田
大
和
守

嶋
田
讃
岐
守

下
間
大
弐
法
橋

下
間
兵
部
卿
法
眼

筑
前
国

惣
末
寺
衆
中

◯
右
御
触
之
趣
十
一
月
十
三
日
役
寺
へ
被
仰
届
候
間
（65

ウ
）、」
十
三
日
よ
り
聞

忌
五
十
日
相
慎
候
様
三
ヶ
寺
よ
り
申
付
有
候
、
尤
御
上
御
正
当
ハ
極
月
十
三
日

迄
ニ
て
、
五
十
日
御
慎
之
由
ニ
御
座
候
得
共
、
遠
国
ハ
聞
忌
故
翌
正
月
三
日
迄

ニ
て
五
十
日
之
忌
終
申
候
、
然
ニ
年
始
未
タ
聞
忌
中
ニ
御
座
候
得
共
、
御
上
之

御
忌
既
ニ
極
月
十
三
日
迄
ニ
被
為
終
候
事
故
、
年
始
仏
前
御
か
さ
り
等
ハ
例
年

之
こ
と
く
執
行
申
候
、
尚
又
年
頭
礼
受
候
事
ハ
如
例
年
受
申
候
得
共
、
此
方
よ

り
祝
儀
ニ
出
申
事
ハ
忌
過
候
て
罷
出
申
候
、
尚
又
髪
剃
之
儀
ハ
、
僧
分
ハ
剃
髪

ゝ

を
以
精
進
と
定
る
徳
経
説
ニ
順
シ
、
随
分
剃
髪
申
候（66

オ
）」、
尤
寺
内
坊
守
・

子
共
の
髪
之
か
さ
り
等
ハ
遠
慮
申
付
候
、
尚
又
音
曲
・
肉
食
等
ハ
、
右
正
月
三

（
書
）

日
迄
ハ
相
慎
申
候
、
為
後
年
心
得
取
記
申
事
如
右
候
、
以
上

右
ハ
寛
政
元
年
霜
月

法
如
上
人
御
遷
化
之
砌
之
事
ニ
候

御
葬
式
ハ
霜
月
十
七
日
朝
六
時
よ
り
御
ね
り
出
シ
、
油
小
路
よ
り
七
条
通
内
嶋

原
よ
り
京
都
之
間
之
空
地
へ
六
十
間
ニ
百
間
の
か
り
も
が
り
結
イ
、
西
結
ニ
四

五
七



間
四
方
之
眼
前
堂
御
出
来
、

御
棺
御
入
北
之
方
へ
姫
様
方
御
か
り
屋
、
次
ニ

■
新
門
様
ノ
御
か
り
屋
、
次
ニ
御
連
子
御
か
り
屋
、
南
ノ
方
へ
ハ
九
条
様
・
二

条
様
御
か
り
屋
、
次
ニ
両
門
跡
御
灯
替
ノ
御
か
り
屋
か
ゝ
り
候
由
（66

ウ
）」

翌
十
八
日
よ
り
極
月
三
日
ニ
至
迄
二
七
日
之
間
、
於
衆
会
所
、
厳
重
之
御
法
事

御
執
行
被
成
候
、
依
て
報
恩
講
之
勤
行
ハ
例
よ
り
至
て
軽
く
御
勤
行
被
成
候

て
、
声
明
な
と
も
御
勤
無
之
、
初
夜
御
法
談
も
無
之
候
由
ニ
候
、
御
忌
ミ
ハ
五

十
日
之
間
令
相
聞
へ
申
候
（67

オ
）」

欠
落
者
宗
旨
方
よ
り
旦
那
指
除
書
物
申
来
節
指
出
候
書
物
案
文

仕
上
書
物
之
事

一
何
ノ
何
某
殿
御
組
郷
夫
何
某
、
何
ノ
何
月
何
日
出
奔
仕
行
方
相
知
不
申
候
、
右

之
者
拙
寺
旦
那
ニ
御
座
候
、
自
今
以
後
旦
那
指
除
ヶ
可
申
旨
被
仰
渡
奉
得
其
意

候
、
為
後
日
書
物
如
件

所
書

寺
号
判

法
名
判

年
号
月
日

宗
旨
奉
行
両
人
宛
（67

ウ
）」

○
寛
政
二
年
寺
院
人
別
帳
大
公
儀
へ
指
上
ル

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

筑
前
国
本
願
寺

筑
前
国

浄
土
真
宗
本
願
寺
末
寺

○
中
本
寺
ア
ル
ハ
所
ト
コ
ロ
書
寺
号
ノ
下
ニ
末
ト
認
ル

一
生
国

何
〈
其
寺
出
生
ノ
住
持
ハ
／
同
寺
ト
認
ム
、
他
ヨ
リ
住
ス
ル
ハ
同
国
ト

認
ム
、
／
他
国
よ
り
住
ス
ル
ハ
何
国
ト
国
名
ヲ
認
ム
〉
何
寺
住
持
某
〔
国
郡
村

□
□
□
書
ニ
ス
〕〈
酉
何
十
何
歳
〉

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

一〈
住
持
ニ
同
ケ
レ
ハ
其
寺
出
生
ナ
レ
ハ
同
断
ト
認
ム
ル
、住
持
ハ
他
ヨ
リ
来
リ
、

隠
居
ハ
其
寺
出
生
ナ
レ
ハ
、
生
国
同
寺
ト
認
ム
、
住
持
ハ
其
寺
出
生
ニ
シ
テ
、

隠
居
ハ
他
ヨ
リ
来
レ
ハ
、
生
国
・
同
国
ト
カ
ク
、
他
国
ヨ
リ
住
シ
ハ
国
名
ヲ
書

ク
〉
同
寺
隠
居
某
、〈
酉
ニ
何
十
何
歳
〉

一
隠
居
ニ
渡
シ
テ
同
シ

同
寺
新
発
意
某
〈
如
前
〉（68

オ
）」

一
生
国
何
国
〈
何
国
何
郡
何
村
何
寺
、
弟
子
ハ
ス
ヘ
テ
国
号
ヲ
出
ス
〉
何
寺
弟
子

某
〈
如
前
〉

一〈
次
上
ノ
弟
子
ニ
同
シ
ケ
レ
ハ
同
断
ト
カ
キ
、
生
国
異
レ
ハ
生
国
何
国
ト
国
号

ヲ
書
ク
〉
何
寺
弟
子
某
〈
如
前
〉

〆
何
人

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

寛
政
二
寅
戌
年
八
月

何
国
何
郡
村

何
寺
判

「
ミ
ヽ
バ
リ
シ
テ
■
印
形
ハ
セ
ス

右
之
帳
面
ハ
美
濃
紙
ニ
テ
ウ
ハ
カ
キ
ハ
僧
分
人
別
帳
何
寺
（68

ウ
）」、

寛
政
三
辛
亥
二
月
秋
月
宗
旨
役
所
よ
り
改
触
写

一
筆
申
触
候
、然
は
御
領
分
町
在
之
者
、縁
家
え
入
込
其
家
之
人
別
ニ
相
成
候
者
、

入
込
候
家
之
宗
旨
ニ
相
成
候
様
、
別
紙
二
通
之
通
町
在
え
此
節
相
触
候
、
右
之

趣
委
曲
御
承
知
已
来
混
雑
無
之
様
御
心
得
可
有
之
候
、
以
上 五

八



宗
旨
方

役
所

亥
二
月
四
日

嘉
麻

御
領
分
中
え
旦
家
有
之
寺
々
（69

オ
）」

態
申
触
候

一
御
領
分
町
在
之
者
養
子
縁
付
都
て
縁
家
へ
入
込
、
其
所
之
（
衍
）
人
別
ニ
相
成

候
ハ
ヽ
、其
家
之
旦
那
寺
え
付
申
筈
ニ
候
、此
段
前
々
よ
り
之
御
法
相
立
居
候
、

然
所
近
年
猥
ニ
相
成
、
他
家
ニ
入
込
候
者
や
は
り

本
書
不
分
明

実
家
ヘ
之
旦
那
ニ
付
不
致
改

寺
、
其
侭
ニ
罷
在
候
も
の
段
々
有
之
候
、
十
四
、
五
年
已
来
ハ
宗
旨
帳
面
も
一

宗
切
之
仕
立
二
被
仰
出
、
其
砌
よ
り
ハ
就
中
入
込
候
家
々
宗
旨
ニ
可
相
成
儀
ニ

候
処
相
改
候
之
儀
無
之
、
彼
是
不
行
届
事
ニ
候
、
依
之
以
（69
ウ
）」
別
紙
前
々

よ
り
之
通
申
付
候
条
、
当
春
宗
旨
御
改
よ
り
右
体
之
者
其
家
之
宗
旨
ニ
致
改

寺
、
右
之
帳
面
可
差
出
候

一
右
之
趣
触
下
村
々
へ
具
ニ
可
相
達
候
、
以
上

宗
旨
方

役
所

二
月
四
日五

組
大
庄
屋
中

追
加

御
領
分
へ
旦
那
有
之
寺
々
へ
御
本
行
之
趣
、
尤
此
方
よ
り
相
触
候
、
為
心
得
此

段
も
相
達
置
候
、
以
上
（70

オ
）」

覚

一
養
子
縁
付
候
入
夫
ハ
都
て
縁
家
致
相
続
候
事
故
不
及
申
、
其
家
之
旦
那
寺
へ
急

度
可
致
改
宗
候
事
、
附
り
本
行
之
外
訳
有
之
縁
類
等
之
家
内
ニ
入
込
、
其
所
之

人
別
え
相
成
候
者
、
是
又
其
家
之
旦
那
寺
ニ
附
可
申
候
、
夫
共
格
段
之
次
第
有

之
、
其
家
之
宗
旨
ニ
難
相
成
者
ハ
品
ニ
よ
り
不
及
改
寺
候
、
其
趣
具
ニ
可
申
出

候
、
遂
差
図
可
遣
候

一
出
生
之
男
女
、
勿
論
其
家
之
旦
那
寺
ニ
付
（70

ウ
）」
可
申
候
、
他
寺
ニ
改
寺

い
た
し
申
間
敷
候
、
是
迄
他
寺
ニ
付
居
候
分
ハ
、
当
春
よ
り
引
戻
シ
、
其
家
之

旦
那
寺
ニ
可
致
改
寺
候
事

右
之
通
申
付
候
条
、
当
春
宗
旨
御
改
よ
り
被
成
此
段
訖
度
相
守
可
申
候
、
以
上

宗
旨
方
役
所

寛
政
三
亥
二
月

五
組
大
庄
屋
中

村
々
庄
屋
中
（71

オ
）」

一
筆
致
啓
達
候
、
然
は
町
在
之
者
縁
付
改
寺
之
儀
ニ
付
、
別
紙
一
封
之
通
指
出
申

候
、
御
領
分
嘉
磨
中
え
旦
家
有
之
寺
々
へ
被
指
廻
、
留
り
よ
り
被
指
返
候
様
、

御
順
達
可
被
成
候
、
此
段
為
可
得
御
心
慮
、
如
此
御
坐
候
、
以
上

鵜
沼
伝
兵
衛

二
月
四
日

西
郷

善
照
寺
（71

ウ
）」

五
九



寛
政
六
寅
正
月

村
々
庄
屋
中
へ
御
触
写

一
毎
春
宗
旨
御
改
帳
面
仕
立
候
前
方
、
人
別
旦
那
寺
之
証
文
、
其
村
々
へ
庄
屋
手

元
え
取
揃
、
其
上
ニ
て
宗
旨
帳
面
仕
立
候
儀
ハ
、
年
々
申
渡
候
御
儀
定
前
之
儀

ニ
付
改
て
申
達
ニ
不
及
、
併
間
ニ
は
御
定
法
不
心
得
候
哉
、
毎
春
寺
証
文
被
揃

不
申
、
帳
面
等
仕
立
候
村
柄
有
之
歟
相
聞
候
間
、
当
春
御
改
前
方
人
別
旦
那
寺

之
証
文
、
二
月
上
旬
ニ
村
々
庄
屋
手
元
え
取
揃
、
堅
御
定
法
之
通
帳
面
仕
立
可

申
事

一
右
寺
証
文
取
渡
候
ニ
付
、
寺
替
仕
候
者
を
已
前
之
旦
那
（72

オ
）」
寺
ニ
書
出

シ
、
或
ハ
旦
那
寺
ニ
不
相
分
人
柄
を
帳
面
ニ
書
載
、
寺
々
判
形
指
閊
多
、
不
埒

之
次
第
ニ
候
、
御
定
法
之
通
毎
春
旦
那
寺
之
証
文
庄
屋
見
届
候
上
帳
面
相
調
候

ハ
ヽ
間
違
有
之
間
敷
儀
ニ
候
、
依
之
当
春
よ
り
庄
屋
中
へ
御
定
目
之
通
、
無
怠

人
別
旦
那
寺
之
証
文
堅
庄
屋
手
元
え
取
揃
帳
面
仕
立
可
申
事

一
右
御
定
法
之
通
、
寺
証
文
請
取
ニ
不
罷
越
、
旦
那
も
自
然
有
之
候
ハ
々
、
其
者

旦
那
寺
よ
り
申
出
有
之
様
ニ
寺
々
え
相
触
置
候
条
、万
一
緩
せ
の
村
柄
も
有（72

ウ
）」
之
、
寺
々
よ
り
申
出
於
有
之
は
、
村
役
之
者
可
為
越
度
候
事

一
旦
那
寺
不
分
之
人
柄
を
帳
面
ニ
可
書
載
様
無
之
寺
々
を
も
遂
詮
議
候
所
、
根
元

何
寺
之
旦
那
ニ
無
紛
者
ニ
ハ
候
得
共
、
寺
証
文
取
参
不
申
、
無
住
寺
抔
ニ
住
持

相
究
候
て
も
、
改
て
寺
証
文
取
ニ
も
不
罷
越
、
自
分
旦
那
寺
疎
遠
ニ
相
成
、
旦

那
之
人
体
を
も
不
見
届
、
重
き
宗
門
之
受
合
難
仕
段
申
出
候
寺
々
有
之
、
御
改

之
御
趣
意
難
相
立
恐
入
た
る
次
第
ニ
候
、
此
旨
大
庄
屋
中
（73

オ
）」
得
と
勘

弁
仕
、
重
畳
遂
才
判
、
当
春
御
改
よ
り
御
儀
定
之
通
、
人
別
寺
証
文
庄
屋
中
之

手
元
へ
急
度
取
揃
、
帳
面
仕
立
候
儀
違
背
不
仕
候
様
ニ
村
々
へ
堅
可
申
渡
事

岸
本
五
郎
兵
衛

立
花
市
右
衛
門

寅
正
月

村
々

庄
屋
中

右
ハ
庄
屋
元
よ
り
心
得
之
為
メ
相
見
せ
候
間
写
置
候
（73

ウ
）」

〈（
朱
書
）
即
同
文
言
ニ
て
秋
月
宗
旨
奉
行
谷
三
郎
大
夫
殿
よ
り
寛
政
七
年
二
月

ニ
触
状
申
来
候
〉

一
筆
申
触
候
、
諸
宗
寺
院
在
町
之
旦
那
ハ
、
毎
春
人
別
■
寺
証
文
、
二
月
上
旬
ニ

庄
屋
年
寄
共
手
元
へ
取
揃
、
其
上
ニ
て
宗
旨
帳
面
仕
立
候
御
儀
定
前
ニ
候
処
、

間
ニ
ハ
心
得
違
之
村
町
も
有
之
、
旦
那
寺
之
証
文
取
揃
不
申
帳
面
仕
立
候
ニ

付
、
判
形
之
節
ニ
至
て
旦
那
之
間
違
も
有
之
、
御
定
法
怠
と
相
聞
へ
候
条
、
当

春
よ
り
人
別
旦
那
寺
之
証
文
村
役
・
町
役
之
者
共
手
元
へ
堅
取
揃
候
様
ニ
申
渡

候
、
寺
院
其
心
得
有
之
、
自
然
等
閑
ニ
相
心
得
、
寺
証
文
取
不
申
旦
那
も
有
之

候
ハ
ヽ
、
其
村
町
之
庄
屋
・
年
寄
方
え
其
旦
那
寺
よ
り
可
相
届
候
、
其
上
ニ
て

も
緩
せ
ニ
致
候
ハ
ヽ
、
触
頭
寺
え
申
出
有
之
、
各
よ
り
被
遂
詮
議
候
上
、
拙
者

共
役
所
え
書
付
を
以
可
被
申
出
候
、
右
之
趣
在
町
旦
那
有
之
（74

オ
）」
御
触

下
寺
院
え
も
心
得
有
之
候
様
ニ
御
達
可
有
之
候
、
已
上

岸
本
五
郎
兵
衛

立
花
市
右
衛
門

正
月
廿
五
日

諸
宗
寺
院

六
〇



触
頭
中
へ
当
ル

○
右
ハ
寛
政
六
寅
二
月
、
触
頭
年
番
徳
栄
寺
よ
り
申
触
ニ
候
（74

ウ
）」

拾
子
入
判
書
物
案
文

仕
上
ル
書
物
之
事

一
男
壱
人

何
申
拾
子

名

右
は
去
何
月
何
日
之
夜
、
何
郡
何
村
何
と
申
者
門
口
え
其
砌
出
生
と
相
見
へ
捨
子

仕
置
候
処
、
同
人
拾
取
養
育
之
儀
御
願
申
上
候
処
願
之
通
被
仰
付
、
拙
寺
旦
那
ニ

被
仰
渡
奉
得
其
意
候
、
彼
者
宗
門
之
儀
重
畳
吟
味
仕
疑
敷
儀
無
御
座
候
、
若
此
已

後
宗
旨
不
審
之
沙
汰
於
有
之
は
、
何
時
も
拙
僧
申
分
可
仕
候
、
為
後
日（75

オ
）」

書
物
如
件

所
ヲ

寺
号

法
名

年
号
月
日

宗
旨
奉
行
両
人
へ
当
ル

右
之
類
、
◯
〔
初
て
〕
入
判
之
者
ハ
惣
て
前
判
控
へ
置
、
奉
行
衆
之
前
ニ
て
書
物

印
形
指
上
、
其
上
ニ
て
前
判
之
所
相
仕
廻
申
事
ニ
候
（75

ウ
）」

人
別
証
拠
之
事

一〈
其
村
／
当
宿
〉
何
某
組
合

何
某

同
人
女
房

同
人
子

何
某

同
何
か

し〆
家
内
四
人
拙
寺
旦
那
ニ
紛
無
之

仍
て
如
件

飯
塚
宿

明
正
寺

寅
正
月

何
村
庄
や
何
か
し
殿

右
之
通
ニ
相
認
遣
候
、
宗
旨
請
合
ニ
追
て
本
帳
ニ
印
形
書
物
差
上
候
間
、
宗
門
受

合
ノ
文
言
ヲ
略
ス
、
尚
又
一
統
ニ
宗
旨
奉
行
ヘ
当
テ
申
候
ヘ
共
、
庄
屋
手
元
切
ニ

取
置
帳
面
相
仕
置
候
て
、
人
別
証
拠
奉
行
衆
役
所
ヘ
ハ
不
指
出
候
も
の
と
相
聞

候
、
若
宗
旨
奉
行
衆
へ
永
ク
指
上
ざ
る
証
文
ニ
、
奉
行
衆
ノ
名
当
可
致
様
無
之
筋

合
と
被
存
候
間
、
於
拙
寺
は
右
之
通
之
文
言
ニ
て
庄
屋
へ
当
申
候
て
、
他
寺
之
旦

那
ニ
て
は
無
之
、
拙
寺
之
旦
那
ニ
無
間
違
趣
証
文
差
出
帳
面
仕
立
候
、
村
役
人
之

後
日
申
分
之
致
証
拠
ト
申
事
ニ
候
（77

オ
）」

結
縁
証
拠
之
事

一
穂
波
郡
八
木
山
村

孫
次
弟

次
助

科
有
之
、
篭
舎
被
仰
付
置
候
処
、
於
同

所
天
明
八
年
六
月
十
四
日
病
死
仕
候
、
死
骸
仮
埋
相
成
候
処
、
寛
政
元
年
三
月

廿
四
日
結
縁
仕
候
様
郡
奉
行
衆
よ
り
差
図
有
之
候
ニ
付
、
死
骸
慥
ニ
見
届
証

拠
、
結
縁
仕
候
所
相
違
無
御
座
候
、
為
後
日
証
拠
如
件

寛
政
元
年
三
月
廿
四
日

寺
号
判

法
名
判

宗
旨
奉
行
ヘ
当
ル

右
宗
旨
方
よ
り
案
文
参
ル
趣
也
、
前
一
年
血
判
未
進
之
者
ニ
テ
有
之
候
ニ
付
、

右
之
結
縁
証
文
二
通
御
取
ニ
テ
有
之
候
（77

ウ
）」、

六
一



控
覚

一
何
郡
何
村
何
某
と
申
者
、
何
郡
何
村
抱
丁
場
古
穴
ニ
落
込
果
居
申
候
、
御
詮
儀

之
上
、
右
死
骸
慥
ニ
見
届
結
縁
仕
候
様
被
仰
付
候
、
当
酉
何
月
何
日
死
骸
慥
ニ

見
届
、
以
下
如
常
、

右
之
通
ニ
結
縁
証
文
相
認
上
候
様
、
宗
旨
附
衆
よ
り
按
文
出
申
候
、
以
上
（78

オ
）」覚

（
形
）

一
判
鏡
之
節
未
進
ニ
致
候
ハ
ヽ
、
役
寺
迄
隣
寺
を
以
病
気
届
可
致
事

一
御
改
奥
判
之
節
、
病
気
未
進
ニ
候
ハ
ヽ
、
是
又
隣
寺
よ
り
口
上
願
書
指
出
可
申

事
（78

ウ
）」

御
本
山
御
掟
之
御
條
目
前
々
よ
り
被
相
触
候
処
、
近
年
相
背
族
も
有
之
様
相
聞

不
届
之
至
、
於
以
後
は
急
度
相
慎
可
申
旨
、
被
仰
出
候

一
法
席
之
行
儀
不
正
勧
化
之
趣
、
御
安
心
之
実
儀
を
失
ひ
、
或
ハ
戯
論
・
雑
談
を

交
、
如
遊
興
一
座
之
笑
ヲ
催
し
、
自
他
ヲ
誤
り
（79

オ
）」
名
利
に
財
施
を
貪

事
欲
ヶ
敷
候
、
已
後
ハ
急
度
可
相
慎
事

一
法
談
讃
題
之
儀
ハ
、
三
部
経
・
七
祖
之
解
釈
・
正
信
偈
・
御
和
讃
・
御
文
章
に

て
不
足
有
間
敷
所
、
他
門
列
祖
之
選
述
な
と
不
慥
書
物
取
扱
事
、
且
ハ
宗
意
に

疎
故
申
法
義
正
絡
に
相
改
リ
候
様
可
致
事

一
幼
年
の
新
発
意
、
愛
心
に
お
ほ
れ
、
宗
（79

ウ
）」
意
も
不
弁
致
法
談
、
又
は

伴
僧
等
猥
ニ
法
談
仕
事
不
届
に
候
、
従
古
来
御
定
之
通
り
御
本
山
ニ
テ
致
修

学
、
三
年
之
結
夏
相
勤
不
申
内
ハ
法
談
令
停
止
候
、
在
京
之
内
福
地
た
り
と
も

（
マ
マ
）

倹
約
を
守
り
、
貧
地
之
面
々
ハ
猶
以
致
心
紡
可
相
務
、
御
本
山
御
作
法
迄
熟
得

之
上
可
致
法
談
事

右
之
趣
相
互
遂
吟
味
、
先
年
よ
り
被
仰
出
候
（80

オ
）」
御
条
目
堅
相
守
違
背

有
之
間
敷
旨
、
被
仰
出
候
也

七
月

下
間
少
進
法
印

下
間
宮
内
卿
法
眼

下
間
兵
部
卿
法
橋

上
田
主
殿

覚

一
仏
宝

〈
此
分
ハ
考
合
書
入
ル
〉

「
御
礼
銀
ハ
九
百
三
拾
六
匁
三
分
（80

ウ
）」

一
内
陣
金
張
附
「
金
六
両
三
歩

銀
弐
百
六
匁

一
出
仏
壇

「
金
弐
拾
九
両
壱
歩

銀
壱
貫
弐
百
拾
弐
匁
九
分

一
御
厨
子

銀
四
百
八
拾
七
匁
八
分

一
金
襴
表
具

右
ニ
出

一
喚
鐘

「
弐
百
廿
壱
匁
三
歩
五
厘

一
撞
鐘

「
金
弐
両
弐
歩

銀
三
百
八
拾
九
匁
弐
分
五
厘

一
御
和
賛

一
御
伝
抄

「
銀
五
匁
八
分

六
二



一
御
剃
刀
并
自
剃
刀

一
自
影
（81

オ
）」

右
之
通
御
礼
銀
御
定
法
有
之
被
成
御
免
候
処
、
我
侭
ニ
安
置
之
寺
庵
有
之
段
粗

相
聞
え
沙
汰
之
限
ニ
候
、
依
之
近
年
之
内
右
等
之
儀
為
御
改
巡
国
巡
村
可
被
仰

付
候
て
、
兼
て
可
心
得
其
意
候
也

下
間
少
進
法
印

下
間
宮
内
卿
法
眼

下
間
兵
部
卿
法
橋

上
田
主
殿

七
月
（81

ウ
）」

末
山
添
簡
控

改
春
之
嘉
慶
不
可
有
尽
期
候
、
先
以

両
御
門
跡
様
益
御
機
嫌
克
可
被
為
成
御

座
、
大
慶
ニ
奉
存
候
、
随
て
貴
家
弥
御
安
全
ニ
御
□
可
被
成
と
奉
珍
重
候
、
然
は

拙
寺
下
同
国
何
郡
何
村
何
寺
、
此
度
或
ハ
木
仏
・
寺
号
・
祖
師
御
代
・
国
絹
袈
裟

等
御
願
申
上
度
罷
登
候
間
、
御
家
老
中
え
添
簡
指
登
申
候
、
余
分
之
御
礼
銀
入
申

儀
ニ
御
座
候
間
、
若
不
足
仕
候
ハ
ヽ
、
貴
様
御
取
成
ニ
て
拝
借
被
仰
付
候
て
、
何

卒
願
之
通
り
首
尾
能
相
叶
候
様
ニ
御
世
話
奉
頼
候
、
委
細
（83

オ
）」
取
立
被
下

候
思
召
ニ
て
御
拝
借
被
仰
付
、
何
卒
御
免
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
門
徒
中
何
寺
始
難

有
可
奉
存
候
、
此
段
貴
様
御
取
成
ニ
て
同
寺
願
之
通
り
相
叶
候
様
重
畳
奉
頼
候
、

委
曲
之
儀
は
ー
申
含
候
、
以
上

月
日

尚
々
御
表
具
之
儀
は
貴
様
方
よ
り
御
調
（83

ウ
）」
被
遣
可
申
候
、
此
旨
同
寺

え
も
申
含
置
申
候
、
以
上

二
随

拙
寺
下
同
国
何
村
御
本
山
え
何
願
ニ
今
明
年
之
内
罷
登
、
御
直
参
之
様
偽
可
申

上
儀
御
座
候
之
条
、
拙
寺
よ
り
添
簡
無
之
候
て
は
御
引
受
被
下
間
敷
候
、
此
儀

奉
頼
候
、
以
上
（84

オ
）」

上
田
与
左
衛
門
へ
遣
状

文
言
平
生
所
談

吉
川
氏
へ
も
頼
遣
候
得
共
宜
御
相
談
被
下
、
御
本
山
表
乍
御
世
話
何
寺
願
之
儀
御

免
被
仰
付
候
様
ニ
幾
重
に
も
奉
頼
候
、
委
細
之
儀
は
同
寺
よ
り
可
申
出
候
、
恐
々

謹
言
（84

ウ
）」

一
書
啓
上
仕
候
、先
以
両
御
門
跡
様
―
、随
て
各
様
御
安
全
ニ
御
勤
可
被
成
候
、

奉
珍
重
候
、
然
は
い
つ
何
日
よ
り
何
様
何
十
何
回
御
忌
御
法
事
御
執
行
被
遊
候

ニ
付
罷
登
出
勤
仕
筈
ニ
御
座
候
得
共
、
何
頃
よ
り
不
快
ニ
付
ー
奉
背
本
意
候
、

此
（85

オ
）」
段
宜
様
ニ
被
仰
上
可
被
申
候
、
仍
て
寸
志
御
香
儀
壱
封
指
上
申

候
、
御
披
露
奉
頼
候
、
恐
惶
謹
言明

正
寺

月
日

下
間
大
進
法
印
様

下
間
宰
相
法
眼
様

下
間
少
進
法
橋
様
（85

ウ
）」

嶋
田
讃
岐
守
様

六
三



後
見
願
添
状
控

証
拠
事

一
穂
波
郡
太
郎
丸
村
教
伝
寺
後
住
天
極
、
今
度
後
見
判
形
相
願
申
候
間
、
同
寺
願

之
通
被
仰
付
可
被
下
候
（86

オ
）」、

明
正
寺

判

年
号

月

年
番
ニ
当

万
行
寺
（86

ウ
）」

末
寺
世
代

一
早
良
郡
内
野
村
西
光
寺

開
基
天
海

二
世
覺
玄

三
世
浄
玄

四
世
了
雲

五
世
観
了

六
世
圓
嶺

七
世
義
伯

八
世
圓
嶺
（87

オ
）」

覚

一
紺
屋
町
菊
田
養
元
西
脇
間
口
八
尺
通
リ
河
ニ
至
迄
、
当
寺
井
路
ニ
往
古
よ
り
相

極
居
申
候
、
勿
論
年
貢
地
ニ
て
年
々
当
寺
よ
り
上
納
致
来
申
候
、
為
後
日
相
記

置
事
如
件

寛
政
三
年
七
月
日

明
正
寺

大
忍
（87

ウ
）」

ゝ
ゝ
ゝ

一
早
良
郡
〔
怡
土
郡
〕
井
田
村
〈
明
法
寺
下
〉
教
法
寺

開
基
玄
意

二
世
玄
察

三
世
清
雲

四
世
峯
月

五
世
了
源
（88

オ
）」

一
早
良
郡
脇
山
邑
万
徳
寺

開
基
〈
高
田
平
左
衛
門
／
入
道
〉

二
世
宗
雪

三
世
了
雪

四
世
宗

補

五
世
了
正

六
世
浄
玄

七
世
空
生

八
世
諦
音

九
世
定

林

十
世
桃
林

一
早
良
郡
内
野
村
西
光
寺

〈（
朱
）
上
出
〉（88

ウ
）」

一
早
良
郡
田
村
西
念
寺

一
早
良
郡
シ
カ
ム
ラ
明
法
寺

一
早
良
郡
重
冨
村
浄
覺
寺
（89

オ
）」

一
早
良
郡
石
釜
村
〈
西
念
寺
下
〉
光
明
寺

開
基
休
圓

二
世
明
順

三
世
朋
春

四
世
含
周

五
世
圓
諦

六
世
智
光
（89

ウ
）」

一
早
良
郡
石
釜
村
〈
浄
覺
寺
下
〉
明
光
寺
〈
本
山
法
名
本
◯
公
邉
既
開
寺
〉

一
世
萬
林

二
世
休
意

三
世
休
岸

四
世
休
信

五
世
即
應

六

世
教
戒

七
世
智
鳳
（90

オ
）」

一
怡
土
郡
飯
場
邑
〈
浄
覺
寺
下
〉
眞
教
寺
（90

ウ
）」

一
鞍
手
郡
新
北
邑
明
福
寺
（91

オ
）」

一
鞍
手
郡
脇
野
村
眞
光
寺

一
同
郡
勝
野
村
明
樂
寺
（91

ウ
）」

一
鞍
手
郡
本
城
村
西
樂
寺
（92

オ
）」

一
嘉
麻
郡
川
嶋
村
正
恩
寺
（92

ウ
）」

一
穂
波
郡
幸
袋
村
無
極
寺

一
同
郡
小
正
村
了
専
寺

六
四



一
同
郡
内
野
村
正
圓
寺
（93

オ
）」

御
本
尊
御
礼
銀
定

一
弐
寸

五
十
御
長

三
拾
匁

〈
百
御
身
〉

一
三
寸
綾
地

三
拾
弐
匁
六
分

一
同
惣
金
襴

三
拾
七
匁
四
分

一
同
瑠
璃
紺

三
拾
八
匁
九
分

一
同
赤
地
金
蘭

四
拾
壱
匁
三
分

〈
弐
百
御
身
〉

一
四
寸
綾
地

四
拾
壱
匁
壱
分

一
同
惣
金
襴

五
拾
壱
匁
三
分

一
同
瑠
璃
紺

五
拾
四
匁
九
分

一
同
赤
地
金
襴

六
拾
弐
匁
三
分

一
法
名
壱
人
増

六
匁
五
厘
ツ
ヽ

御
文
章
御
礼
銀

一
五
帖
壱
部

百
弐
拾
匁

一
御
加
壱
帖

弐
拾
四
匁

一
追
切
壱
帖

右
同
断

一
御
和
賛

弐
拾
匁

右
定
法
如
件
、（93

ウ
）

御
影
・
官
職
御
礼
控

一
等
身
御
影

御
絵
料

三
百
九
拾
七
匁
五
分

御
表
紙
料

弐
百
八
匁
五
分

中
縁
弐
尺

惣
縁
五
尺

金
軸
端
込

七
匁
五
分

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
弐
拾
弐
匁
五
分

一
祖
師
弐
番
形

御
礼
銀

〈
金
弐
拾
八
両
壱
歩
／
銀
四
百
六
拾
八
匁
八
分
五
厘
〉

御
絵
料

七
拾
弐
匁
八
分

御
表
紙
料

七
拾
匁
壱
分

中
縁
赤
地

三
拾
壱
匁

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
拾
弐
匁
六
分

〆
（94

オ
）」

一
同
祖
師
弐
番
形

惣
金
御
礼

百
拾
九
匁
七
分

御
表
紙
料

七
拾
匁
壱
分

中
縁
赤
地

三
拾
七
匁
弐
尺

惣
瑠
璃

九
拾
六
匁
八
尺

金
軸
端
込

三
匁
三
分

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
拾
三
匁
七
分

〆

已
上
外
ニ
付
届
七
拾
匁

一
同
三
番
形

御
礼
合

〈
金
弐
拾
四
両
弐
分
／
銀
四
百
五
拾
三
匁
八
分
〉

六
五



御
絵
料

四
拾
三
匁
壱
分

御
表
紙
料

五
拾
三
匁
六
分

中
縁
赤
地

弐
拾
七
匁
八
分

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
拾
匁
四
分

〆
（94
ウ
）」

ゝ

一
同
四
三
番
惣
金
御
礼
百
拾
九
匁
壱
分

御
表
紙
料

五
拾
三
匁
六
分

中
縁
赤
地

廿
七
匁
八
分
壱
尺
五
寸

惣
瑠
璃

七
拾
四
匁
四
分
六
尺
弐
寸

金
軸
端
込

三
匁
三
分

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
拾
匁
八
分

〆

已
上
、
外
ニ
付
届
七
拾
匁
（95

オ
）」

一
太
子
・
高
僧

御
礼
合

〈
金
五
両
壱
歩
／
銀
三
百
八
拾
七
匁
六
分
五
厘
〉

御
絵
料

百
三
拾
七
匁
三
分

御
表
紙
料

八
拾
七
匁
五
分

中
赤
地

四
拾
四
匁
四
分

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
拾
四
匁
九
分

〆

外
ニ
付
届

六
拾
五
匁
（95

ウ
）」

一
同
惣
金
御
礼

八
拾
七
匁
四
分

御
表
紙
料

八
拾
七
匁
五
分

中
赤
地

四
拾
四
匁
四
分

弐
尺
四
寸

惣
瑠
璃

百
弐
匁
八
尺
五
寸

金
軸
端
込

六
匁

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
拾
五
匁
六
分

〆
一
■
■
〔
前
住
〕
上
人
弐
番
形

御
礼
合

〈
金
壱
両
弐
歩
／
銀
三
百
廿
六
匁
五
厘
〉

御
絵
料

五
拾
匁
九
分

（
匁
脱
）

御
表
紙
料

四
拾
壱
分

中
赤
地

拾
八
匁
五
分

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
八
匁
三
分

〆

外
ニ
付
届

六
拾
匁

一
同
惣
金
御
礼

六
拾
弐
匁
八
分
厘

御
表
紙
料

四
拾
壱
匁

中
赤
地

拾
八
匁
五
分

壱
尺

惣
瑠
璃

六
拾
匁

五
尺

金
軸
端
込

三
匁

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
八
匁
六
分

〆
（96

オ
）」

一
御
代
々

弐
番
形

御
礼
合

〈
金
壱
両
壱
歩
／
銀
弐
百
五
拾
五
匁
五
分
五
厘
〉

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

絵
表
等

信
証
院
様
ニ
同
前
住
様
ニ
同

〈
同
〉

一
惣
金
御
礼

五
拾
九
匁
九
分

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

御
絵
料
右
同
断

御
表
紙
料
等

前
住
様
ニ
同

六
六



如
信
様
御
絵
料

三
拾
弐
匁
三
分

「〈
願
書
印
形
入
用
〉

寛
政
三
年
亥
五
月
奉
願

明
正
寺

○
法
如
上
人

御
礼
銀
控

一
金
三
歩

四
拾
三
匁
五
分
替

一
銀
百
六
拾
五
匁
三
分

御
礼
銀

一
三
拾
三
匁
五
分

金
襴
表
具
御
礼
銀

一
五
拾
八
匁
七
分

御
絵
料

一
弐
百
三
拾
三
匁
三
分

御
表
紙
料

極
上
ヒ
ロ
キ
レ

一
百
拾
三
匁
八
分

御
役
人
中
□

一
弐
匁

極
印
所
□

〆

銀
六
百
五
拾
目
壱
分

い
か
な
る
故
歟
御
上
納
半
□
ニ
て
被
仰
付
候

依
て
弐
百
八﹇

﹈（96

ウ
）」

一
前
住
上
人
三
番
形

（
マ
マ
）

御
絵
料

五
拾
匁
四
匁
七
分

御
表
紙
料

祖
師
同
事

一
御
代
々
三
番
形

御
絵
料

四
拾
九
匁
七
分

御
表
紙
料

右
同
断

一
如
信
様
三
番
形

御
絵
料

三
拾
四
匁
八
分

御
表
紙
料

右
同
断

余
准
上
（97

オ
）」

一
御
絵
伝

御
礼
〈
金
三
拾
四
両
壱
歩
／
銀
五
百
五
拾
九
匁
八
分
〉

御
絵
料

四
百
三
拾
壱
匁
三
分

御
表
紙
料

百
七
拾
匁

中
縁
本
地

百
壱
匁
八
分

〈
二
重
箱
／
包
絹
〉
廿
弐
匁
四
分

〆
一
同
惣
金
御
礼

弐
百
四
拾
壱
匁
七
分

御
絵
料

同
上

御
表
紙
料

百
七
拾
匁

中
赤
地

百
壱
匁
八
分
五
尺
五
寸

惣
瑠
璃

百
四
拾
四
匁
壱
丈
弐
尺

金
軸
端
込

拾
弐
匁

二
重
箱
包
絹

弐
拾
三
匁
九
分

〆
一
同
紺
青
隈
泥
引
御
礼

銀
三
枚
（97

ウ
）」

御
絵
料
〈
上
彩
〉
三
百
五
拾
匁
増

同
〈
中
〉

弐
百
五
拾
匁
増

但
一
通
之
御
絵
料
外
右
之
通
増

一
半
御
礼
之
分
ハ
御
礼
上
納
半
銀
也
、
委
如
下

但
絵
表
料
等
相
替
事
無
之
候

〈
三
番
形
〉

六
七



御
開
山
様

〈
金
拾
弐
両
壱
歩
／
銀
弐
百
弐
拾
八
匁
弐
分
五
厘
〉

惣
金
御
礼

六
拾
弐
匁
四
分
五
厘
（98

オ
）」

一
前
住
上
人

〈
金
三
歩
／
銀
百
六
拾
五
匁
三
分
〉

惣
金
御
礼

三
拾
三
匁
五
分

一
御
代
々

〈
金
弐
歩
／
銀
百
三
拾
七
匁
五
分
〉

惣
金
御
礼

弐
拾
七
匁
六
分

〈
院
内
余
間
衆
〉

一
自
影

御
代
々
と
同
事

一
院
家
衆
自
影

御
礼

〈
金
弐
歩
／
銀
百
三
拾
七
匁
五
分
〉

絵
料

四
拾
三
匁
壱
分

表
料

六
拾
三
匁
三
分

中
瑠
璃

一
内
陣
余
間
衆
袈
裟
（98

ウ
）」

御
礼
銀

百
八
拾
匁
弐
分

〈
内
余
〉

絵
料

三
拾
七
匁
七
分

表
料

六
拾
匁
三
分

中
印
金

（
檐
）

〈
飛
掾
以
下
〉

一
自
影

〈
御
礼
〉
御
代
々
と
同
事

絵

三
拾
匁
九
分

表

六
拾
匁
三
分

一
木
仏
御
礼
合

〈
金
五
両
弐
歩
／
銀
弐
百
四
拾
壱
匁
五
厘
〉

一
寺
号
御
礼
合

〈
金
五
両
弐
歩
／
銀
弐
百
拾
壱
匁
八
分
五
厘
〉（99

オ
）」

六
寸
御
本
尊
ニ

金
前
ニ
同
事

銀
弐
百
廿
弐
匁
六
分
五
厘

七
寸
御
本
尊
ニ

金
同
事

銀
弐
百
廿
六
匁
壱
分

一
国
絹
袈
裟
御
礼

合

〈
金
拾
八
両
壱
歩
／
銀
四
百
弐
拾
壱
匁
五
厘
〉

自
剃
刀
御
礼

百
八
拾
目
程

〈
永
代
〉

一
飛
檐
御
礼
合

判
金
拾
弐
枚

金
三
拾
三
両
壱
歩

銀
六
百
四
拾
弐
匁
八
分

上
寺
一
ヶ
寺
ニ
〈
判
金
壱
枚
／
銀
拾
四
匁
四
分
〉
宛
増

〈
一
代
〉

一
飛
檐
御
礼
合

〈
判
金
六
枚
／
金
拾
八
両

銀
三
百
五
拾
目
匁
八
分
〉

上
寺
一
ヶ
寺
ニ
〈
金
六
両
／
銀
七
匁
弐
分
〉
宛
増
（99

ウ
）」

一
永
代
余
間
御
礼

銀
五
百
枚

一
一
代
余
間
御
礼

銀
弐
百
五
拾
枚

一
内
陣
御
礼

金
五
百
両

一
院
家

〈
国
絹
袈
裟
〉

六
八



一
一
代
青
袈
裟

〈
金
弐
歩
／
銀
百
壱
匁
壱
分
五
厘
〉

〈
同
〉

一
国
緞
子
袈
裟

〈
金
四
両
壱
歩
／
銀
七
拾
八
匁
八
分
六
厘
〉

〈
同
〉

一
御
本
寺
袈
裟

銀
百
八
匁
五
分

〈
飛
檐
〉

一
一
代
緞
子
袈
裟

銀
弐
百
四
拾
弐
匁
弐
分

〈
廿
四
輩
〉

一
自
得
度

銀
百
八
拾
匁
余
（100
オ
）」

〈
院
内
余
間
衆
〉

一
得
度

銀
百
九
拾
匁
余

外
ニ
付
届
銀
五
百
目
余
入
ル

一
家
督
御
礼

銀
六
拾
四
匁
九
分
五
厘（

目
脱
）

外
ニ
付
届
銀
弐
百
七
拾
余
入

一
隠
居
御
礼

銀
六
拾
四
匁
九
分

〈
初
中
後
〉

一
袈
裟
御
礼

〈
金
七
両
弐
歩
／
銀
四
拾
壱
匁
九
分
五
厘
〉

〈
在
家
〉

一
御
剃
刀
御
礼

銀
百
五
拾
三
匁
弐
分
五
厘

〈
在
家
〉

一
木
仏
御
礼

〈
金
拾
弐
両
／
銀
弐
百
九
拾
五
匁
壱
分
〉

〈
国
袈
裟
〉

一
法
服
七
条
御
礼
〈
金
壱
歩
／
銀
三
百
六
匁
九
分
五
厘
〉

〈
惣
道
場
〉

一
自
庵
申
替
御
礼
〈
金
拾
両
／
銀
拾
弐
匁
〉

一
離
末
御
礼

銀
五
拾
七
匁
三
分

一
〈
内
陣
衆
／
兄
弟
養
子
〉
御
礼

〈
金
拾
九
両
壱
歩
／
銀
三
拾
六
匁
五
分
五

厘
〉

外
ニ
自
得
度
御
礼

一
〈
内
陣
衆
よ
り
／
余
間
衆
え
養
子
〉

銀
弐
百
五
拾
八
匁

外
自
得
御
礼

一
〈
内
陣
衆
よ
り
／
院
家
衆
え
養
子
〉〈
判
金
三
拾
枚
／
銀
三
百
六
拾
三
匁
〉

外
ニ﹇

﹈

一
〈
院
家
衆
よ
り
／
余
間
衆
え
養
子
〉〈
金
壱
両
／
銀
三
拾
六
匁
八
分
五
厘
〉

（100

ウ
）」

一
〈
飛
檐
よ
り
／
同
官
え
養
子
〉

銀
弐
百
五
拾
八
匁

外
ニ
得
度
御
礼

一
〈
同
／
弟
養
子
〉

銀
百
七
拾
壱
匁
九
分
五
厘

一
〈
余
間
甥
／
養
子
〉〈
判
金
弐
枚
／
金
九
両
壱
歩
／
銀
六
拾
五
匁
壱
分
五
厘
〉

一
〈
同
／
伯
父
養
子
〉
同
断

（
カ
）

一
〈
三
ノ
間
廿
四
輩
／
同
官
養
子
〉〈
金
九
両
／
銀
五
拾
六
匁
五
厘
〉

一
〈
飛
檐
よ
り
／
余
間
え
養
子
〉〈
判
金
拾
四
枚
／
金
三
両
壱
歩
／
銀
百
拾
五
匁

六
分
厘
〉

一
〈
余
間
兄
弟
／
養
子
〉〈
判
金
壱
枚
／
金
三
両
壱
歩
／
銀
百
拾
五
匁
六
分
五
厘
〉

六
九



奥
門
様
下
ノ
分
増
銀

一
御
開
山
像

〈
金
八
両
／
銀
百
五
拾
匁
壱
分
〉

「
惣
金
弐
拾
弐
匁
弐
分
五
厘

（
カ
）

一
前
住
様

〈
金
弐
両
壱
歩
／
銀
九
拾
五
匁
九
分
五
厘
／
惣
金
拾
四
匁
壱
分
五

厘
〉

一
太
子
高
僧

〈
金
弐
両
弐
歩
／
銀
九
拾
六
匁
壱
分
五
厘
〉

「
惣
金
拾
五
匁
九
分

一
御
代
々

〈
金
壱
両
／
銀
六
拾
匁
三
分
／
惣
金
九
匁
八
分
〉（101

オ
）」

一
御
絵
伝

〈
金
拾
弐
両
壱
歩
／
銀
弐
百
卅
壱
匁
八
分
五
厘
／
惣
金
五
拾
目
〉

一
木
仏

〈
金
弐
両
／
銀
五
拾
八
匁
〉

一
寺
号

〈
金
弐
両
／
銀
九
拾
五
匁
七
分
〉

一
国
絹
袈
裟

〈
金
四
両
壱
歩
／
銀
弐
百
拾
匁
余
〉

（
マ
マ
）

一
国
絹
并
平
僧
自
剃
刀

銀
四
匁
八
匁
五
厘

〈
内
陣
余
間
衆
〉

一
家
督

銀
弐
拾
六
匁
四
分
五
厘

〈
同
断
〉

一
得
度

銀
七
拾
六
匁
壱
分
五
厘

〈
国
ケ
サ
〉

一
国
緞
子
袈
裟
〈
金
壱
両
／
銀
四
拾
九
匁
五
分
五
厘
〉

〈
同
〉
一
御
本
寺
袈
裟

銀
弐
拾
四
匁
七
分

〈
ヒ
エ
ン
〉

（
マ
マ
）

一
一
代
純
子
袈
裟

銀
四
拾
五
匁
五
厘

一
撞
鐘

銀
九
拾
三
匁
壱
分

已
上

御
染
筆
冥
加
（101

ウ
）」

一
木
仏
寺
号

〈
金
壱
歩
／
銀
三
拾
五
匁
五
分
〉

寺
号
計
ニ
て
も
木
仏
計
ニ
て
も
同
事
也

一
前
住
様

右
同
断

一
御
代
々

〈
金
壱
歩
／
銀
廿
九
匁
八
分
〉

院
内
余
間
衆
は
右
之
半
減

一
太
子
高
僧

〈
金
三
歩
／
銀
三
拾
九
匁
四
分
〉

一
御
開
山
様

〈
金
壱
両
／
銀
七
拾
五
匁
九
分
五
厘
〉

五
割
増
之
分
〈
穢
多
寺
／
願
事
〉

一
御
開
山
様

〈
金
三
拾
四
両
壱
歩
／
銀
四
百
六
拾
壱
匁
弐
分
〉

（
マ
マ
）

「
惣
金
百
四
拾
四
拾
匁
五
分
五
厘

御
染
筆

金
六
両
弐
歩

一
太
子
高
僧

〈
金
六
両
弐
歩
／
銀
四
百
六
拾
三
匁
七
分
五
厘
〉

「
惣
金
百
四
匁
七
分

御
染
筆
〈
金
壱
両
／
銀
四
拾
七
匁
〉（102

オ
）」

一
前
住
様

〈
金
弐
両
弐
歩
／
銀
三
百
七
拾
匁
五
厘
〉

「
惣
金
七
拾
六
匁

御
染
筆
〈
金
三
歩
／
銀
三
拾
五
匁
三
分
五
厘
〉

以
下
略
之

御
免
御
□

七
〇



法
名
字

㋑
為
意
位
因

㋩
白
伯
馬

㋥
尼
忍
入

㋭
豊
保
峯
宝
芳
甫
朴
卜
品

㋣
徳
頓
東
登
道

㋠
定
知
長
珍
忠

㋷
琳
林
利
了
龍
隆
立
里
亮

㋾
恩
応
翁
音

㋻
和

㋕
好
綱
叶
康
幸
向
構
可
海
閑
霞
岸
戒
香
格
「
行
覚

㋵
与
養

㋟
達
諦

㋹
蓮
霊
嶺

㋞
荘
宗
素
尊
像
則

㋡
通

㋧
念
然

㋶
楽

㋰
夢

㋒
有
運
雲

㋨
能

㋗
寛
観
句
空
願
薫
郭
快
歓

㋳
也

㋘
見
元
玄
源
慶
経
桂
月
堅
教

㋫
普

㋙
悟
高
孝
古
骨

㋓
円
延
□
恵
栄
永

㋢
貞
哲
（102

ウ
）」
□
超
■
的

㋐
安

㋚
西
山
佐
賛
最
察

㋖
□
□
久
叶
休
欽
行
金
吟
謹
汲

㋴
友
祐
幽
由

㋱
明
妙
眠

ゝ

㋯
味
眠

㋛
慈
勝
清
称
正
性
省
尚
春
俊
常
乗
浄
信
進
心
真
秀
周
淳
順
實
壽
修
受
祥

炤
唱
少

㋝
仙
専
泉
善
全
誓
雪
川
是
千

㋜
瑞
水

四
寸
御
裏
ニ
別
ニ
岳
退
賢
則
保
智
昌
受
立
古
室
ア
リ

法
名
ニ
又
儀
ア
リ
（103

オ
）」

鞍
手
組
合

光
福
寺

真
教
寺

円
徳
寺

西
法
寺

明
楽
寺

正
行
寺

秋
月
宗
旨
奉
行

付
衆北

嶋
百
右
衛
門

福
井
圓
作

宗
旨
役
所
か
毎
月
定
日

四
日

九
日

十
四
日

十
九
日

廿
四
日

廿
九
日
（103

ウ
）」

一
三
代
村

庄
屋
清
八

（
以
下
紙
欠
失
）

一
西
郷
村

庄
屋
直
三
郎

一
弥
山

庄
屋

徳
平
次

宗
旨
奉
行

薬
院
か
ん
り
ん
町

木
山
源
助

通
り
町

（
マ
マ
）

花
英
亦
右
衛
門

五
番
町

木
村
喜
平
次

三
間
町

石
松
宅
治

寺
社
奉
行

通
り
町

森
源
太
夫

御
馬
立

梶
原
重
兵
衛

郡
奉
行

通
町（

粟
）栗生

重
右
衛
門
（104

オ
）」

（
修
理
銘
）

七
一



昭
和
三
十
九
年
五
月

宗
祖
七
百
忌
記
念
の
為

開
基
以
来
の
過
去
帳
の
表
紙
を
新
ら
し
く
つ
け

表
装
替
を
な
す
、
但
古
表
紙
を
其
侭
に
し
て

昭
和
三
十
九
年
六
月

表
紙
書
替

第
十
九
世
住
職

杣
山
真
淳
代

表
紙
替

役
僧

深
町
彰
道

瀬
戸
区

青
柳
久
吉
（
新
補
裏
表
紙
見
返
）」

（
完
）

【
附
記
】
明
正
寺
史
料
の
解
読
・
翻
刻
・
整
理
作
業
は
、
本
学
真
宗
史
料
講
読
会

に
於
い
て
取
り
組
ん
だ
。
会
員
は
、
鷺
山
智
英
（
本
学
人
間
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
）、
小
林
知
美（
本
学
准
教
授
）、
川
尻
洋
平（
本
学
人
間
文
化
研
究
所
リ
サ
ー

チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）、
八
嶋
義
之
（
福
岡
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室

嘱
託
員
）、

樋
口
す
み
（
タ
ク
ト
職
員
）、
髙
松
麻
美
（
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
学
芸
員
）

で
あ
る
。

本
報
告
は
、
解
説
を
鷺
山
が
、
翻
刻
は
鷺
山
の
指
導
の
下
で
小
林
・
高
松
・
樋

口
が
行
い
、
八
嶋
の
協
力
を
得
て
完
成
さ
せ
た
。
全
体
構
成
は
小
林
が
行
っ
た
。

作
品
調
査
・
研
究
に
あ
た
っ
て
、
明
正
寺
ご
住
職
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
さ
ぎ
や
ま

と
も
ひ
で
：
人
間
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

（
こ
ば
や
し

と
も
み
：
本
学
ア
ジ
ア
文
化
学
科
准
教
授
）

（
ひ
ぐ
ち

す
み
：
タ
ク
ト
職
員
）

（
た
か
ま
つ

あ
さ
み
：
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館

学
芸
員
）

七
二



鷺

山

智

英

小

林

知

美

樋

口

す

み

髙

松

麻

美

飯
塚
明
正
寺
文
書
に
み
る
真
宗
寺
院
の
歴
史
（
二
）

附
、
明
正
寺
史
料
翻
刻
（
後
編
）

第
二
十
七
号

二
〇
一
六
年

人
間
文
化
研
究
所
年
報

筑
紫
女
学
園
大
学


